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             財団法人国際宗教研究所 平成 24 年度事業報告書 

 

１、内外宗教の研究 

（１）宗教情報リサーチセンター（ＲＩＲＣ）の運営 

    開室時間：月－金曜日 午前 11時－午後 6時 

         (祝祭日・休日は閉室) 

    １ 国内の宗教情報のリサーチと提供 

    (会員サービスおよび『ラーク便り』54－57号参照) 

  ２ 海外の宗教情報のリサーチと提供 

    (会員サービスおよび『ラーク便り』54－57号参照) 

    ３ インターネットによる情報提供の充実 

    ４ 宗教問題に関するネットワーキング 

    ５ インターネットによる海外への宗教情報発信 

    ６ 受託事業の遂行 

    ７ プロジェクトによる研究推進 

 

（２）内外の宗教事情の紹介と研究 

    １ 国内の収集情報にもとづく分析と研究 

    (『ラーク便り』54－57号、参照) 

  ２ 海外の収集情報にもとづく分析と研究 

    (『ラーク便り』54－57号、参照) 

  ３ 宗教関係新刊書の紹介 

    (『国際宗教研究所ニュースレター』74－75号、参照) 

    ４ 宗教者へのインタビュー(座談会を含む) 

    (『国際宗教研究所ニュースレター』74－75号、参照) 

    ５ 現代宗教に関するテーマ別継続研究 

①女性と宗教 

    ②情報化と宗教 

     (『ラーク便り』54－57号参照) 

    ③死生観と宗教 

     (「生と死」研究会、『国際宗教研究所ニュースレター』参照) 
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（３）内外の宗教研究の紹介と連携支援 

   １ 国内の宗教研究の動向紹介と支援 

  （『国際宗教研究所ニュースレター』74－75号、『現代宗教 2012』参照） 

   ２ 海外の宗教研究の動向紹介と支援 

  （『国際宗教研究所ニュースレター』74－75号、『現代宗教 2012』参照） 

   ３ 国際学会の動向紹介と連携支援 

   ４ 第八回国際宗教研究所賞および奨励賞の授与 

   塩崎悠輝『近代国家とイスラーム 

――20世紀マレーシアのファトワーに見られる国家とウラマーの対立』 

    （同志社大学提出博士論文、2011年 3月） 

奨励賞 

高橋沙奈美『ソヴィエト・ロシアの「聖」なる景観 

――後期社会主義ロシアの文化状況における正教的遺産の役割』 

（北海道大学提出博士論文、2011年 12月） 

  

２、宗教に関する講演会、研修会、特別講座等の開催及び助成 

 

 １ 公開シンポジウムの開催 

 公開シンポジウム「3.11以後の日本社会と宗教の役割」の開催 

日 時：平成 25（2013）年 2月 9日（土）午後 1時－5時半 

会 場：大正大学 1号館 2階大会議室（東京都豊島区西巣鴨 3－20－1） 

報告者：金田 諦應（曹洞宗通大寺住職/カフェ・デ・モンク マスター） 

「傾聴移動喫茶「カフェ・デ・モンク」の活動について」 

川村 一代（ライター/若一王子宮 権禰宜） 

「3.11で発露した神道のこころ ～つなぐ～」 

篠原 祥哲（（公財）世界宗教者平和会議日本委員会 仙台事務所所長） 

「震災対応における公共政策と宗教」 

林 里江子（CLC（クリスチャン・ライフ・コミュニティ）被災地支援デスク 

/SIGNIS JAPAN(カトリックメディア協議会）会員) 

「傷ついた癒し人 ―被災地における当事者性―」 

コメンテーター：秋田 光彦（浄土宗大蓮寺住職・應典院代表） 

        渡辺 順一（金光教羽曳野教会長/金光教大阪センター 次長 

/支援のまちネットワーク 合同代表） 

司 会：稲場 圭信（大阪大学准教授）、黒崎 浩行（國學院大學准教授） 

来場者：約 140名 



3 

 

 ２ 各種研修会・講座の開催および講師派遣 

第 11回「生と死」研究会「震災と子ども」 

  日 時：平成 24（2012）年 10月 20日（土）14：40～17：50 

  会 場：東洋英和女学院大学大学院校舎 201教室 

       （東京都港区六本木 5－14－40） 

発題（1）前川美行（東洋英和女学院大学人間科学部准教授） 

「こころを守り、育てること－安心とは」 

発題（2）朝岡 勝（日本同盟基督教団徳丸町キリスト教会牧師） 

「いと小さき者への奉仕－子どもと地震・津波・原発被災」 

発題（3）木崎馨雄（老人ホーム自生園総施設長・那谷寺副住職） 

「子ども達に救われた震災支援」 

 

３、「国際宗教研究所」の建設とその維持経営 

（１）賛助会員の拡充(収支決算書参照) 

（２）個人会員の拡充(収支決算書参照) 

（３）その他  公益財団法人への移行申請 

 

４、会報、報告書、研究成果、参考図書、資料等の刊行並びに斡旋 

（１）『国際宗教研究所ニュースレター』の発行（４回） 

   第 74号（12-1） 平成 24年 4月 25日刊 

   第 75号（12-2） 平成 24年 7月 25日刊 

   第 76号（12-3） 平成 24年 10月 25日刊（現在編集中） 

   第 77号（12-4） 平成 25年 1月 25日刊（現在編集中） 

（２）『ラーク便り』の発行（４回） 

   第 54号 平成 24年 5月 25日刊 

   第 55号 平成 24年 8月 25日刊 

   第 56号 平成 24年 11月 25日刊 

   第 57号 平成 25年 2月 25日刊 

（３）研究所紀要『現代宗教』の編集・刊行準備 

    国際宗教研究所編『現代宗教 2012』秋山書店、平成 24年 7月刊行 

      特集テーマ「大災害と文明の転換」  

    国際宗教研究所編『現代宗教 2013』秋山書店、平成 25年 7月刊行予定 

      特集テーマ（予定）「3.11後を拓く」 

（４）『宗教と現代がわかる本 2013』への協力 

渡邊直樹責任編集『宗教と現代がわかる本 2013』平凡社、平成 25年 3月刊行 

 


